
 第３９回全日本少年サッカー大会  
  

東京都中央大会     競技運営  
              東京都少年サッカー連盟競技部  

 
  期日と会場   ２０１５年１１月３日（祝） 南豊ヶ丘  第―試合 ９時３０分 

試合開始時間          ７日（土） 南豊ヶ丘   ：   ９時３０分   
                ７日（土） 稲城長峰   ：   ９時１０分 

８日（日） 南豊ヶ丘   ：   ９時３０分 
１4日（土） 赤羽の森   ：   １０時００分 
１５日（日） 小石川    ：   １０時００分 
２１日（土） 町田陸上   ：  １０時００分  
２３日（祝）味スタ西競技場    １０時００分 

２ 参加資格 （１） ハンドブック記載 
チームの構成は、選手１６名以内、引率指導者３名以内 

（２） 引率指導者は当該チームを掌握指導する責任ある成人指導者であること。 
（３） ２００３年４月以降の生まれの選手でチームを構成する。 

       （４） 必ず傷害保険(スポーツ安全傷害保険)に加入していること。      
３ 競技方法 （１） ８人制競技とする。 

    （２） トーナメント戦方式 
（４） 試合時間は４０分（２０分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは 

５分とする。 
           規定の競技時間内に勝敗が決しない場合は PK 方式により次回戦への 
           進出チーム決定する。但し決勝戦は１０分（５分ハーフ）の延長戦を行う。 
           延長戦でも勝敗が決まらないときはＰＫ戦を行う。延長戦に入る前の 

インターバルは５分、ＰＫ戦にはいるまでのインターバルは１分とする。 
        ＊  PK 戦は各チーム３人で行う。                        
５ 競技規則 （1） ２０１５年年度「日本サッカー協会規則」および「８人制サッカールール」に

よる。 
＊ 但し、以下の項目については東京都中央大会として大会規則を定め優先する。 

        ＊  キックオフから直接得点することはできない。キックオフからのボールが直

接相手ゴールに入った場合には相手チームのゴールキックで再開する。  
  コート＞  ＊  ６８mｘ５０ｍ「交代ゾーンは中央から両側に３ｍ」 その他は少年用とする。 
  登録人数＞ ＊ 試合ごとに 16 人までとする。 
  競技者数＞ ＊ 8 人 （１人はゴールキーパー）試合開始時８人が必要である。 
 



  交代＞   ＊ 交代要員８名とし、自由な交代を適用する。 
但し、交代は交代ゾーンを使用し、主審に通知することなく交代できる。 
ゴールキーパーの交代はアウトオブイー中に主審に通知する 

不正行為＞ ＊ 競技者が退場を命じられた場合、競技者のチームは競技者を補充する。 
          常にピッチ上に８人いなければ参考試合となる。 

本大会において、退場を命じられた競技者は、次の１試合に出場できない。 
それ以降の処置については、本大会規律委員会で決定をする。 

＊ 試合途中、怪我など理由で(退場者を含む)競技者が不足したとき 
競技者を補充する。        

ベンチ入り＞ ＊ ベンチに入ることができる人数は、交代要員８名と引率指導者 3 名 但し 
人数    交代要員はビブスを着用し、引率指導者２名は必ずベンチに入らなければない。 

＊ メンバー登録されてない選手全員が入ることができる。（交代要員とハッキリと

区別する。） 
＊ テクニカルエリアは設置しない、戦術的指示はベンチにおいて、その都度ただ

一人の引率指導者が伝えことができる。 
＊ 負傷した競技者の程度を確かめるために入場を許される引率指導者の数は 1 名

とする。 
＊ 本大会に参加する競技者は、登録選手証（写真貼付されたもの）持参すること。

不携帯の競技者は当該試合への出場を認めない 
＊ 電子登証認めない。但し、プリントアウトし写真がついている物は認める。 

 
６競技：運営ついて 

（１） チームベンチ 
＊ ベンチは、ピッチに向かって対戦表の左が左側ベンチ、右が右側ベンチを使用

して下さい。 
＊ 交代要員は、ユニフォームと異なる色（ビブス等）を着用してください 

（２） 試合前のウォーミングアップ会場 
＊ 指定された場所でお願いします 

（３） 試合中のウォーミングアップ 
＊ ベンチ横のスペースをご利用下さい 
＊ ハーフタイムのピッチは当該チームが使用します 

（４） メンバー表の提出 
＊ 各試合３０分前に選手証と共にコート本部へ提出して下さい。 
＊ メンバー表は指定用紙に記入しコート本部へ提出。 

（５） ユニフォームついて、 
＊ ２０１５年度「日本サッカー競技規則及びユニフォーム規定」に準ずる。 



＊ サッカー競技規則、ユニフォーム規定から抜枠を別に記載する。 
＊ ユニフォームチェックは試合開始４０分前までに済ませること。 

（６） メンバーチェックについて 
＊ 選手は試合開始１０分前に指定集合場所でチェックをうけること 

（７） 挨拶について 
＊ 試合終了後のチームベンチへの挨拶は、今大会では行わない。 

なお、審判へも同様とします。 
７その他 

★ 各試合におけるユニフォ―ムチェック時間、選手集合時間に 
１０分の遅刻は失格とします  
キックオフ前後のセレモニーは行わない 
暑熱下においては前後半の中程で飲水タイムを採用いたします。 
実施はＷＢＧＴの計測、熱中症予防のための状況データのもと大会本部で決定をする。 
実施をする場合は、 
各セクション、チームに伝える  （キックオフ３０分前） 
会場関係 
大会当日会場にお起こし①指導者、②保護者、③選手、④関係者、に会場使用の注意

事項を徹底する。 
ハンドブック記載の中央大会参加に関する要件を厳守する。  
バーナーは大会本部へご相談下さい                  

暴力も・暴言もない・安全・安心な大会運営  
別記  ユニフォーム規定からの抜枠                        

アンダーシャツを着用する場合、その袖の色はシャツの袖の主たる色と同じでなければならない 

ストッキング＝テープ又は同様な材質のものを外部に着用する場合、それは着用する部分の 

       ストッキングの色と同じでなければならない 

それぞれのゴールキーパーは、他の競技者、主審、副審と区別できる色の服装を着用しなければらない 

注 「服装」とは、シャツ、ショーツ、ストッキング、靴の全体のことであり、同じチーム内でフィールド 

プレーヤーとゴールキーパーが、同色のショーツ、ストッキングを着用することは、 

本大会においては原則として認めない。 

注 ゴールキーパーの負傷退場等により緊急避難的にフィールドプレーヤーがゴールキーパーに代わる場合につ

いては、その競技者の番号等の表示を義務つけるものではない                  


